
１ 学校沿革史

明治 ５年 木城村大字中之又仲野１６０番地に創立

２４年 中之又尋常小学校として独立

２８年 東米良村大字中之又１２２番地（中之又神社前）に新築移転

３９年 これより正式に校長任命，校長浜砂長蔵氏

大正 元年 東米良村大字中之又３３１番地に新築移転（児童数４５名）

昭和 ８年 旧校舎に重ねて２階建て２教室を増築し，高等科室とする。

９年 高等科を併置し ,中之又尋常高等小学校と改名する。（初等科３学級，
高等科１学級，教師６名）

１６年 中之又国民学校と改名変更，校長橋口萬氏

１８年 ３教室増築（初等科５学級，高等科１学級，教師６名）

１９年 永井光男校長着任

２２年 中之又小学校と改名変更，安井肇校長着任

２３年 新学制施行により高等科を廃止し，中学校を併置

東米良村立東中学校中之又分校と称す。小学校は，同村立中之又小学校

と改名。浜砂義利校長着任

中学校分校，独立校舎新築（６４坪，３教室，便所）

２４年 中武伊之市校長着任

２６年 東米良村立東陵中学校中之又分校となる。（１０月１日）

２７年 小松登校長着任

２９年 浜砂義利校長着任（２階校舎改築，小学校５学級，中学校３学級）

３１年 落合正校長着任

３２年 職員住宅（３世帯，１棟新築）

３５年 甲斐静夫校長着任，ピアノ・テレビ購入，ミルク給食開始

校旗・校章制定，校門新設，金網垣完成，運動場拡張用地買収

３７年 木城村に編入，木城村立中之又小学校・中之又中学校と校名変更，校歌

制定，養護婦配置

３８年 専任教頭配置

３９年 坂本親雄校長着任，（校長住宅，公営住宅４世帯，２棟）新築

４０年 運動場拡張(２４ｱｰﾙ）高・低鉄棒，ブランコ，噴水池，小鳥飼育舎，足

洗い場設置

４１年 完全学校給食開始（センター方式），学校用水道完成，体育倉庫，給食

室，自転車置場設置
４２年 日高陽一校長着任

校舎屋根葺き替え ,教室間仕切 ,テレビ購入 ,僻地集会所（体育館）完成，
体育施設の完備

４３年 養護教諭の配置，プールの完成（２５㍍）

４４年 県指定学校給食研究公開，本校ＰＴＡ社会優良団体として県より表彰，

運動場拡張，１・２年複式学級となる。ランチルーム設置

４５年 矢野金道校長着任（延岡市東海中より）

給食優良学校として小・中とも，文部大臣より表彰される。受賞記念式

挙行，肋木，クライミングジムその他体育施設の整備。県指定保健体育

協力校，健康擾良学校として児湯教育事務所長より表彰される。

４６年 健康優良学校として，県・朝日新聞社より表彰（小学校）

４７年 健康優良学校として，宮崎県より表彰

４８年 健康優良学校として児湯教育事務所長より表彰（小学校），運動場拡張

工事完了（２月１４日）

４９年 高山利美校長着任（日南市吾田中より），植物ハウス設置

５０年 ブランコ設置

５１年 指揮台，クライミングロープ，図書，時計，国旗掲揚柱，剣道防具ＰＴ

Ａより寄贈，郷土資料室設置
５２年 ＰＴＡ県連協より表彰，体育館塗装，フェンス延長工事
５３年 西山国夫校長着任（西都市立寒川中学校より）

芝生移植（運動場半分），学校水道完成（水源地，弓木）
５４年 橋山義典校長着任（東臼杵北方中学校より）

芝生移植完成(４月),むし歯治療率１００%で東児湯学校保健会より表彰
国旗掲揚柱完成（８月），新水道完成（３月）



５５年 体育館照明完成（８月），貯水槽屋根完成（６月），体育館前土手にツ
ツジ植樹，健康優良学校として教育事務所長より表彰，

むし歯治療率１００％で東児湯学校保健会より表彰

５６年 小学校創立１００周年記念式典（１０月１０日），むし歯治療率１００%
で東児湯学校保健会より表彰（１月）

５７年 塩満啓蔵校長着任（延岡市立岡富中学校より）
集中豪雨により中学校北側石垣崩壊(７月)(工事２月)，校門カーテンゲ

ート取り付け（３月），中之又地勢築山完成

５８年 多目的集会所用地造成，小学校倉庫建築高野槙を校門前に移植（３月）
５９年 落合高明校長着任（宮崎市港小学校より）

鉄棒架設，新水道水源水槽改築，中学校昭和６１年度より木城中学校へ

統合されることが決議される。

６０年 中之又中学校昭和６１年３月２６日をもって閉校，木城中学校へ統合，

生徒は寮へ入寮(５名)

６１年 児湯地域過疎教育センター調査協力校，木城小学校との交流学習開始

６２年 プール改修，フェンス取り替え（６月）
６３年 児玉吉象校長着任(川南町立唐瀬原中学校より),

旧校舎蛍光灯増設(７月)
平成 元年 小学校校舎解体(５月)，旧中学校へ仮移転(５月)，校舎改築工事起工式

(１０月)，校合竣工（３月），校舎前のフェンス取り替え（３月）

２年 校舎樹木移植（６月），教室用カーテン・暗幕設置（９月）
３年 金丸鋼造校長着任（高原町立高原小学校より）

東児湯へき地教育研究大会会場校（１２月），貯水場補修工事（３月）

４年 中之又を語る会（８月）
５年 岩切成昭校長着任(五カ瀬町立上組小学校より)
宮崎市より転入生３名，児童数５名，２学級(講師１名)，校舎破風塗装，

炭焼き窯完成(平成５年２月）

６年 体育館屋根塗装

７年 玉城信一郎校長着任（高千穂町立岩戸小学校より）

宮崎市より転人生３名，児童数５名，２学級(講師１名)，校舎破風塗装

８年 宮崎市より転入生３名，児童数４名，１学級
９年 藤田定広校長着任（門川町立草川小学校より）
山村留学実行委員会結成，卒業式挙行(卒業生１名)

パーソナルコンピュータ導入によりインターネット接続
１０年 山村留学生５名(４月４名，９月１名)転入のため２学級，体験留学２回

実施，体育館床補修，郡ＰＴＡ連絡協議会より団体表彰
１１年 山村留学生４名（４月３名，６月１名）転入により児童数５名，２学級

体験留学１回実施，山村留学生第１号の卒業生
１２年 岸本哲男校長着任（門川町立草川小学校より）

山村留学生４名で児童数５名，２学級，体験留学２回実施，九州地区山
村留学交流会「中之又大会」実施，校内ＬＡＮ導入，鳥小屋修理，山村

留学生第２号卒業生

１３年 ４年ぶりの入学式（新人児童２名），山村留学生６名，児童数９名，２

学級 ＭＲＴ山村留学生を１年間取材 山村留学生第３号卒業生
１４年 高山基昭校長着任（川南町立国光原中学校より）

山村留学生８名(４月６名 ,９月２名)１０年ぶりの３学級 ,児童数１３名
プール及び体育館犬走りの補修工事 ５名の卒業生（山村留学生４名）

１５年 浦田君子校長着任（都農町立都農南小学校より）
山村留学生９名，児童数１１名で３学級，１名の卒業生，児湯教育事務
所委嘱研究学校に指定，九州・県ＰＴＡより表彰，｢なかよしとりで」
建設

１６年 山村留学生９名，児童数１１名で３学級，４名の卒業生，児湯教育事務
所委嘱研究学校に指定，山村留学十周年記念祭(８月１日)，記念碑建立，
地域イントラネット会議システム導入

１７年 三浦淳二校長着任（延岡市立旭小学校より）
山村留学生７名，児童数１０名で３学級，３名の卒業生（山村留学生３
名），運動フェンス取替え

１８年 山村留学生５名（内３名は２学期より），児童数９名で３学級，２名の
卒業生（山村留学生１名），プール底補修




